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　　　　　（６） 会社組織図・人員配置表　　　　　　　　（作成日：2022年8月1日 作成者：森下正明）

　　　　　　　　　　アルミ鋳物（砂型、ダイカスト）、各種鋳物、鋳造機械部品の製造　　　　　　　

　　　　　（５） 事業規模

単位 21年 22年

主要製品生産量 ｔ 15.7 16.7

20年19年18年

24.1 20.4

活動規模
期 第44期

　　　　　　　　　代表取締役　　森下正明

　　　　　（２） 所在地

　　　　　　　　　本社　　　　蒲郡市平田町下六反田３６番地１

　　　　　　　　　　　　　　　TEL ＜０５３３＞ ６９－５７４５　　FAX ＜０５３３＞ ６９－５８３５

　　　　　　　　　豊岡工場　蒲郡市豊岡町下前田１６－３

　　　　　　　　　　　　　　　TEL ＜０５３３＞ ６６－００２７　　FAX ＜０５３３＞ ６６－００２８

　　　　　（３） 環境管理責任者

　　　　　　　　　　環境管理責任者　森下佑真

           （４） 事業活動の内容

　　　１．組織の概要

　　　　　（１） 事業所名及び代表者名

　　　　　　　　　株式会社　小森合金　　　　

417

第40期 第41期 第42期 第43期

従業員 人 7

15.7

8

床面積 ㎡ 417

7 7

417417 417

7

Ｃ　Ｏ　2 　鈴木信男・鈴木宏侑・森下佑真

社長

環境管理責任者

事務所（本社・工場） 製造

事　務　所 　森下佑真

工　場　長 　鈴木信男

　小森辰夫・森下佑真

製造

生　　型 　鈴木信男・小森辰夫・鈴木宏侑

生型 Ｆ－１ ＣＯ2 中子 仕上げ

社　　長 　森下正明

品質・環境管理責任者 　森下正明

中　　子 　竹内敏夫

仕　上　げ 　小森辰夫・竹内敏夫

　　　　　Ｅ - MAIL ： ukomori-toyooka@athena.ocn.ne.jp

Ｆ　－　１
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代表者 （社長）　:　森下正明

産業廃棄物担当：  鈴木信男・小森辰夫　・・廃鋳物の発生抑制の検討,搬出担当者

　　　　　　【全組織】　本社及び豊岡工場

　　　　　　【全活動】　アルミ鋳物（砂型、ダイカスト）、各種鋳物、鋳造機械部品の製造

環境配慮担当　 ：　小森辰夫・・・・再溶解品の数量確認

一般廃棄物
担当

産業廃棄物
担当

ＬＰＧ/環境
配慮担当

節電・節水
担当

事務所担当
（本社・工場）

　　　　　（７） エコアクション２１実施体制　　　　　　　　（作成日：2022年8月1日 作成者：森下正明）

　　　『外部からの環境に関する苦情や要望を受け付ける窓口』を担当する。

＜2＞

　　　　　　　　２０２２年８月１日～２０２３年７月３１日

　　　　　（3）レポート発行日　　

　　　　　　　　２０２３年１1月１日 　 （ 改訂日：）

一般廃棄物担当：　鈴木信男　・・・・・・・・・・・・一般廃棄物の排出量の管理

ＬＰＧ担当　 ：　小森辰夫・・・・材料溶解の温度管理。冷暖房機の管理

節電・節水担当  ：　竹内敏夫・鈴木宏侑　・・・節電、節水の管理

事務所(本社・工場）担当  ： 森下正明　・・・事務所に関する一般

 廃棄物、 節電、 節水、ガソリンの管理

役割分担

  　　EA21を運用、維持し、環境経営を実勢する為、効果的な実施体制を構築する。

  　　必要な人員、設備、費用等を適切に準備し環境管理責任者を任命し、

 　 　環境活動レポートの承認・発行する。　

　　　２．対象範囲、レポート対象期間及び発行日

　　　　　（1）対象範囲　　　　

　　　『環境経営方針の策定』『代表者による全体の評価と見直し』を実施する。

　　　環境経営システムの構築、維持、運用、不適合の是正、環境活動レポートの

  　　作成。それに伴う記録の保管、文書管理、教育訓練の責任者

代表者（社長）

環境管理責任者

　　　　　（２）レポート対象期間　　

環境管理責任者　：　森下佑真



                　　　　　　　　　　　制定日　2009年  1　月 15 日

　　　　　 　   　　株式会社　小森合金

　　　　基本理念

　  　　　       当社は、自然環境の重要性を認識し、砂型鋳造を主体とする

　　　　　　　事業活動において環境保全に配慮した活動を積極的かつ継続的

　　　　　　　に取り組み、社会に貢献することを目指します。

　　　　環境経営方針

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要求事項を遵守します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　森下正明

＜3＞

　　　３．環境経営方針

　　　　　　　１．電気・化石燃料の使用量を低減しＣＯ２の削減に努めます。

　　　  　

　　　　　　　２．一般廃棄物・産業廃棄物の排出量削減に努めます。

　　　　　　　３．環境に配慮した製品づくりを推進します。

　　　　　　　４．節水に努めます。

　　　　　　　５．環境保全に関する法令・条例及びその他の環境関連

　　　　　　　６．この環境方針は、当社全従業員に周知徹底し、環境経営の

　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　継続的改善を行います。

                　　　　　　　　　　　改訂日　2018年  7　月 31 日



当社の44期の環境負荷実績は下表のとおりです。

購入電力

資源投入量　

上水

地下水

二酸化炭素

産業廃棄物

　　　４．環境経営目標　　　　　　　　　　　　　

化石燃料

ｍ3 5,524

（１）環境負荷の実績　　　　　　　　　　　　　　　（作成日：2023年10月2日　作成者：森下佑真）

単位 基準第39期 第43期 第4４期

①総エネルギー投入量 kWh 16,428 18,915 18,794

4,482 4,981

②総物質投入量 ｔ 25.7 15.8 16.7

4,187

1％削減 3％削減

（2）環境経営目標　【2021.8～2024.7】　　　　（作成日：2021年7月30日　作成者：森下正明）

　　基準年度（第39期）の環境負荷実績を基準に削減目標を定め、

　　　　　　　　　　　　　　　　各項目の使用量及び排出量の削減を目指します。

272 258 166

二
酸
化
炭
素

二酸化炭素
( kg-CO2 )

53,500
52,965 52,430 51,895

1％削減 2％削減

2％削減

灯油
(Ｌ)

272
269

20.5 18.0 15.0

ｍ3 287.4 267.3 261.0

③水資源投入量 ｍ3

＊2018年度中部電力の排出係数：0.476（kg-CO2/kWh）

ｔ 63.4 24.8 19.0

④温室効果ガス排出量 kg-CO2 53,500 45,374 51,067

⑤廃棄物等総排出量

ガソリン Ｌ 4,316 3,551 4,645

灯油

LPG

一般廃棄物　 ㎏ 122.1 65.0

Ｌ

化
石
燃
料

LPG

(m3)
5,524

5,469 5,414 5,414

1％削減 2％削減 3％削減

ガソリン
(Ｌ)

4,316
4,273 4,230

＜4＞

購入電力
（ kWh ）

16,428
16,264 16,099 15,607

1％削減 2％削減

3％削減

廃
棄
物

一般廃棄物
( ㎏ )

122.1
120.9 119.7 118.4

1％削減 2％削減 3％削減

産業廃棄物
( ｔ )

63.4
62.8 62.1 61.5

1％削減 2％削減 3％削減

環
境

配
慮

再溶解数
（ヶ/月平均）

7.3
7.2 7.2 7.1

1％削減 2％削減 3％削減

  *産業廃棄物は、有価物を含みます。　*化学物質の使用はありません。

　*実排出係数は、0.476（kg-CO2/kWh)を採用しました。（2018年度中部電力）

水

上水

（ ｍ3 )
20.5

20.3 20.1 19.9

1％削減 2％削減 3％削減

地下水

（ ｍ3 )
287.4

42.0

278.8

1％削減 2％削減 3％削減

284.5 281.7

第39期実績 第43期目標 第44期目標 第45期目標

3％削減

267 264

1％削減 2％削減 3％削減



○:計画　　●:実施

取組項目 担当者 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

○ ○

竹　内 ○ ○

小森辰

小森辰 ○ ○

宏侑

小森辰 ○ ○ ○ ○ ○ ○

森　下

宏侑 ○ ○ ○ ○ ○ ○

森　下

竹　内 ○ ○

森　下

森　下 ○ ○

森　下 ○ ○

鈴　木 ○ ○

森　下

鈴　木 ○ ○

森　下

○ ○

小森辰 ○ ○

竹　内 ○ ○

森　下

森　下 ○ ○ ○ ○ ○ ○

＜5＞

環
境
教
育

　　５．環境経営計画  (2022年8月～2023年7月）

具体的活動内容

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

熔湯量を適切に把握
しＬＰＧのムダ使いを

防止する

鈴木
小森辰

電灯・ラジオの電源の
管理を実施

コンプレッサーの空運
転及びエアー漏れの

防止

冷暖房機の適正温度
管理を実施

冷暖房機のフィルター
清掃の管理

不要蛍光灯の見直し

エコ運転の推進
（急発進、急加速の禁

止）

（作成日：2022年7月31日　作成者：森下佑真）

鈴木
小森辰

再溶解品の
数量チェック

手洗い場に節水促進
の明示

環境方針、目標、活
動計画の徹底

一
般
・
産
業
廃
物

排
出
量
削
減

一般ごみ、資源ごみ
の分別・リサイクルの

推進

ダンボール、梱包材
の再使用

品質対策を行い不適
合製品を削減し、

歩留まり向上を図る

効率的な納品、得意
先回り、外注回りの実

施

環
境
に
配
慮

し
た
製
品
づ

く
り

節
水



＜6＞

地下水

（ ｍ
3
 )

281.7

再溶解数
（ヶ/月平均）

上水

（ ｍ3 )

33%削減

261.0

2％削減 9%削減

16,428
16,099 18,794

15.0

5,414 4,981

166

2％削減

設定期間の削減目標・活動実績は下表のとおりです。

二酸化炭素
( kg-CO2 )

〇
2％削減

基準年度
（第39期）実績

14％増加
×

・評価について　　○：目標を達成　　△：目標は未達成だが削減したもの　　×：目標未達成

20.5
20.1

287.4 〇

7.3
7.2

119.7 42.0

〇
2％削減 27%削減

4,645
×

環
境

配
慮

水

一般廃棄物
( ㎏)廃

棄
物 〇産業廃棄物

( t )

66%削減

63.4
62.1 19.0

2％削減 70%削減

39%削減

4.9
〇

2％削減

122.1

5,524

2％削減

達成状況

53,500
52,430 51,067

〇
2％削減

〇

活動期間（2022年8月～2023年7月）活動実績　　

第44期目標 第44期実績

5％削減

2％削減二
酸
化
炭
素

購入電力
（ kWh ）

2％削減

267

　　　６．環境経営目標の実績　　　　　　　（作成日：2023年10月2日　作成者：森下佑真）

〇

化
石
燃
料

LPG

(m
3
)

ガソリン
(Ｌ)

灯油
(Ｌ)

4,316
4,230

8%増加

272

10％削減



○:計画　　●:実施

取組項目 担当者 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 評価

○ ○

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

竹　内 ○ ○

小森辰 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

小森辰 ○ ○

宏侑 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

小森辰 ○ ○ ○ ○ ○ ○

森　下 ● ● ● ● ● ● ● ●

宏侑 ○ ○ ○ ○ ○ ○

森　下 ● ● ● ● ● ● ● ●

竹　内 ○ ○

森　下 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

森　下 ○ ○

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

森　下 ○ ○

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

鈴　木 ○ ○

森　下 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

鈴　木 ○ ○

森　下 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

○ ○

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

小森辰 ○ ○

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

竹　内 ○ ○

森　下 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

森　下 ○ ○ ○ ○ ○ ○

● ● ● ● ● ●

　　　　　　＜7＞

エコ運転の推進
（急発進、急加速の禁

止）

（１）取組結果
具体的活動内容

電灯・ラジオの電源の
管理を実施

（作成日：2023年10月2日　作成者：森下佑真）

2022年8月～2023年7月

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

鈴木
小森

辰
○

○

○

○

効率的な納品、得意先
回り、外注回りの実施

一般ごみ、資源ごみの
分別・リサイクルの推

進

コンプレッサーの空運
転及びエアー漏れの

防止

冷暖房機の適正温度
管理を実施

冷暖房機のフィルター
清掃の管理

不要蛍光灯の見直し

節
水

環
境
教
育

一
般
・
産
業
廃
物

排
出
量
削
減

（３）次年度の取り組み内容

ダンボール、梱包材の
再使用

品質対策を行い不適
合製品を削減し、

歩留まり向上を図る

再溶解品の
数量チェック

手洗い場に節水促進
の明示

○

○

環境方針、目標、活動
計画の徹底

○

○

（２）評価

鈴木
小森

辰

○

○

○

○

○

○

　　　７．環境経営計画の取組結果とその評価、次年度取組内容

活動期間内における取組みは各担当、概ね実施され問題はありません。

　　第45期（　2023年8月 ～ 2024年7月 ）は今期と同じ取り組み内容で活動を実施します。

熔湯量を適切に把握し
ＬＰＧのムダ使いを

防止する

環

境

に

配

慮

し

た

製

品

づ

く

り



　　　環境関連法規への違反はありません。なお、関係当局より違反等の指摘は

　　　過去３年間ありません。また、訴訟なども皆無です。

　　　８．環境関連法規等の遵守状況の確認及び

消防法 -
平成15年１月21日届出（蒲郡市消防本部
第２号）ＬＰＧ300kg以上の貯蔵について
の届け出

○

フロン排出抑制
法

-
空気圧縮機の日常点検を実施。
第１種特定製品（業務用エアコン、空気
圧縮機）の日常簡易点検の実施。

○

悪臭防止法
県民の生活環境の保

全等に関する条例

特定悪臭物質は取り扱っていない。
また、近隣からの悪臭に関する苦情も無
い。

○

廃棄物処理法
廃棄物の適正な処理
の促進に関する条例

収集運搬は業者委託でなく自社で中間
処理業者に搬入している、中間処理業者
の許可証の確認（コピー入手）、運搬車
用の表示、マニフェストの携行、中間処
理業者の現地確認実施。

○

マニフェスト内容確認・保管の実施
産業廃棄物管理票交付等状況報告書の
提出

　　　　　　　　評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

環境関連法令等 愛知県条例 当社の保有状況・遵守内容等 評価

騒音規制法
県民の生活環境の保

全等に関する条例

愛知県条例施行規則の別表第4に該当
する設備を保有（7.5kW)しており届出済
み。
また、近隣からの騒音苦情は皆無であ
る。

○

浄化槽法 -
該当施設がある、届出済み（平成15年1
月）法定点検（11条）、清掃済み

県民の生活環境の保
全等に関する条例

愛知県条例施行規則の別表第4に該当
する設備を保有（7.5kW)しており届出済
み。
また、近隣からの騒音苦情は皆無であ
る。

○

○

振動規制法

（評価日・作成日： 2023/10/2　作成者：森下佑真）

＜8＞



環境管理責任者による見直しに必要なコメント

変更の判断

□有・■無

□有・■無

□有・■無

□有・■無

□有・■無

＜9＞

４．実施体制の変更 特になし

５．その他変更の必要な項目等
各担当者から変更の提案が提出されるように
会議等の活用法を含め検討が必要。

コメント記載日 2023年11月9日

１．環境経営目標の達成状況
(達成できた場合は設定方法・レベルに問
題が無かったか、未達成の場合は原因の
記載)

コロナ禍・半導体不足で客先生産調整による稼働日数の減
少によりエネルギー使用量・廃棄物の減少となり大方目標
は達成された。

２．環境経営計画の実施･運用結果
(取組に問題が無かったか、次年度の取組
等について記載)

取組に問題は無く、各担当は計画通り実施している。

３．環境関連法規等の遵守状況 関連法規に関しては、すべて遵守されていて問題はない。

     ９.代表者による全体の取組状況の評価及び見直しの結果

次年度以降の目標、取組、環境経営システムをどのように変更すべきか検討し、問題点を明確にする

コメント記載日 2023年11月9日

変更の必要性判断項目 コメント

１．環境経営方針の変更 特になし

２．環境経営目標の変更 特になし

４．外部からの環境関連の苦情や要望

３．環境経営計画の変更
さらに社内コミュニケーションに努め、より有効
な活動の展開を目指す。

2023年11月8日現在、外部からの苦情は無い。

５．その他（前回の指示事項等）
現状の実態に見合った目標の設定→現状の把握も困難
で、今後の見通しが不明瞭な為引き続き同じ目標で取り組
む。

代表者による変更の必要性の判断

（作成日：2023年11月9日　作成者：森下佑真）


